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(百万円未満切捨て)

１．平成24年３月期第３四半期の連結業績（平成23年４月１日～平成23年12月31日）

（１）連結経営成績(累計)
(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年３月期第３四半期 6,813 △31.7 712 △35.2 713 △33.5 446 △15.6

23年３月期第３四半期 9,969 83.8 1,099 ― 1,074 ― 529 675.8

(注) 包括利益 24年３月期第３四半期 425百万円(△10.9％) 23年３月期第３四半期  477百万円( ― ％)

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

24年３月期第３四半期 19. 84 ―

23年３月期第３四半期 23. 52 ―

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

24年３月期第３四半期 21,837 11,946 54.7

23年３月期 20,760 11,588 55.8

(参考) 自己資本 24年３月期第３四半期 11,946百万円 23年３月期 11,588百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年３月期 ― ― ― 3. 00 3. 00

24年３月期 ― ― ―

24年３月期(予想) 3. 00 3. 00

３．平成24年３月期の連結業績予想（平成23年４月１日～平成24年３月31日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 10,200 △11.5 700 △17.3 670 △17.2 300 △41.2 13. 34



  

 

 

 
  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していませ

ん。 

  

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付

資料３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご参照ください。 

４．その他

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 24年３月期３Ｑ 22,500,000株 23年３月期 22,500,000株

② 期末自己株式数 24年３月期３Ｑ 4,021株 23年３月期 3,971株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年３月期３Ｑ 22,496,026株 23年３月期３Ｑ 22,496,144株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第３四半期連結累計期間（平成23年4月1日から平成23年12月31日）におけるわが国経済は、東日本

大震災の影響、電力供給制約など厳しい状況でのスタートでありましたが、復旧の進展とともに緩やか

な持ち直しの兆しも出てきました。しかしながら、欧州の財政不安を背景とする世界的な景気の後退懸

念、長引く異常な円高などにより先行き不透明感が続いております。 

 当社グループのコア事業の主要販売先となる遊技場業界は、夏場の電力供給不足から東京電力をはじ

め全国５電力管内のパチンコ店舗は、３ヵ月に亘って月間２日～３日の輪番制の休業日を設定して営業

自粛を実施しました。 

 また、１パチ、５スロ等のいわゆる低玉貸営業が加速的に普及し、集客面では顕著な効果を獲得して

いるものの営業収入の安定的確保面においては今なお厳しさを抱えております。 

 このような状況の中、当社グループは、開発・製造・販売・アフターサービスの一貫体制で付加価値

の向上に努め、機器事業における周辺機器においては、『樹脂研磨式メダル自動補給システム』を戦略

製品に位置づけ、これの拡販に注力しました。 

 また、遊技機においては、パチスロ機３タイトルをリリースしましたが、当社グループは当面の販売

量の確保もさることながら、中長期的な販売拡大を見据えて、遊技プレイヤーに支持され、人気の継続

がロングランする長寿命のパチスロ機を安定的に供給できる体制に重点をおいて活動してまいりまし

た。    

 不動産賃貸事業においては、賃貸用として前期中に取得した居住用ビル２棟及び商業用ビル１棟が当

四半期累計期間にフルに寄与しました。 

 なお、アニメーション関連事業は、事業の主体である株式会社アニメインターナショナルカンパニー

の発行済みの全株式を売却譲渡しておりますので、この事業の前年同期間の連結売上高実績（1,228百

万円）が、当四半期連結累計期間は皆無となっております。 

以上の結果、当第３四半期連結累計期間における連結業績は、売上高6,813百万円（前年同期比

31.7％減）、経常利益713百万円（前年同期比33.5％減）、四半期純利益446百万円（前年同期比15.6％

減）となりました。 

なお、セグメントの業績は、次のとおりであります。 

（機器事業） 

機器事業につきましては、当第３四半期連結累計期間は売上高6,344百万円（前年同期比23.8％

減）、セグメント利益711百万円（前年同期比39.0％減）となりました。 

（不動産事業） 

不動産事業につきましては、当第３四半期連結累計期間は売上高492百万円（前年同期比12.8％増）

セグメント利益349百万円（前年同期比31.1％増）となりました。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報
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（資産、負債及び純資産の状況） 

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末（平成23年３月31日）に比べ1,076百万

円増加し、21,837百万円となりました。 

流動資産は、前連結会計年度末に比べ753百万円増加し、10,818百万円となりました。これは主に受

取手形及び売掛金の増加（789百万円増）、有価証券の増加（290百万円増）、原材料の増加（430百万

円増）、その他に含まれる未収入金の増加（225百万円増）及び前渡金の増加（165百万円増）の一方

で、現金及び預金の減少（946百万円減）、商品及び製品の減少（71百万円減）、仕掛品の減少（127百

万円減）によるものです。 

固定資産は、前連結会計年度末に比べ323百万円増加し、11,018百万円となりました。これは主に投

資有価証券の増加（274百万円増）によるものです。 

負債合計は、前連結会計年度末に比べ719百万円増加し、9,891百万円となりました。これは主に支払

手形及び買掛金の増加（484百万円増）、短期借入金の増加（300百万円増）、流動負債その他に含まれ

る未払金の増加（270百万円増）の一方で、未払法人税等の減少（293百万円減）によるものです。 

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ357百万円増加し、11,946百万円となりました。これは主に

利益剰余金の増加（378百万円増）の一方で、その他有価証券評価差額金の減少（21百万円減）による

ものです。 

この結果、自己資本比率は54.7％と前連結会計年度末に比べ1.1ポイント減少しました。 

  

平成24年３月期通期連結業績予想については、予想値に対する実績の進捗度を勘案し、また、今後の

主力製品の販売動向を見極める必要があるため、本年５月13日に公表しました内容から変更はありませ

ん。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報

（３）連結業績予想に関する定性的情報
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２．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,357,177 3,410,378

受取手形及び売掛金 1,795,312 2,585,029

有価証券 10,000 300,000

商品及び製品 571,769 499,947

仕掛品 937,426 809,571

原材料 1,645,438 2,075,658

繰延税金資産 111,524 74,856

その他 645,668 1,076,400

貸倒引当金 △9,055 △13,125

流動資産合計 10,065,262 10,818,717

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,358,851 2,364,208

土地 6,697,388 6,697,388

その他（純額） 124,951 145,710

有形固定資産合計 9,181,191 9,207,307

無形固定資産 14,386 14,104

投資その他の資産

投資有価証券 974,443 1,248,539

長期預金 100,000 100,000

繰延税金資産 17,784 13,991

その他 614,315 653,406

貸倒引当金 △206,700 △218,700

投資その他の資産合計 1,499,843 1,797,237

固定資産合計 10,695,421 11,018,649

資産合計 20,760,683 21,837,366

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,366,252 2,850,706

短期借入金 － 300,000

1年内返済予定の長期借入金 1,308,370 1,115,496

未払法人税等 411,586 118,025

賞与引当金 42,900 13,300

製品保証引当金 16,000 20,000

その他 223,470 519,593

流動負債合計 4,368,580 4,937,121

固定負債

長期借入金 3,513,514 3,716,544

繰延税金負債 12,000 9,700

退職給付引当金 20,447 23,953

役員退職慰労引当金 424,945 432,326

負ののれん 6,909 4,606

資産除去債務 58,907 59,752

その他 766,939 707,251

固定負債合計 4,803,665 4,954,133

負債合計 9,172,245 9,891,255
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,006,900 1,006,900

資本剰余金 673,700 673,700

利益剰余金 10,106,603 10,485,515

自己株式 △3,862 △3,876

株主資本合計 11,783,341 12,162,238

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △194,903 △216,127

その他の包括利益累計額合計 △194,903 △216,127

純資産合計 11,588,438 11,946,111

負債純資産合計 20,760,683 21,837,366
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
四半期連結損益計算書
第３四半期連結累計期間

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年12月31日)

売上高 9,969,770 6,813,069

売上原価 7,593,882 5,076,301

売上総利益 2,375,888 1,736,768

販売費及び一般管理費

販売促進費 273,792 101,379

役員報酬 153,720 138,645

給料手当及び賞与 183,823 170,333

賞与引当金繰入額 6,630 6,567

退職給付費用 19,767 21,085

役員退職慰労引当金繰入額 7,253 7,380

その他 631,886 578,847

販売費及び一般管理費合計 1,276,875 1,024,239

営業利益 1,099,013 712,529

営業外収益

受取利息 679 1,017

受取配当金 16,819 21,813

その他 16,420 13,769

営業外収益合計 33,919 36,600

営業外費用

支払利息 43,614 34,927

貸倒引当金繰入額 15,000 －

その他 276 251

営業外費用合計 58,890 35,178

経常利益 1,074,042 713,950

特別利益

固定資産売却益 60 －

貸倒引当金戻入額 5,000 －

固定資産受贈益 － 103,710

特別利益合計 5,060 103,710

特別損失

固定資産除売却損 1,093 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 24,865 －

特別損失合計 25,958 －

税金等調整前四半期純利益 1,053,144 817,660

法人税、住民税及び事業税 538,414 333,100

法人税等調整額 △14,290 38,160

法人税等合計 524,123 371,260

少数株主損益調整前四半期純利益 529,021 446,400

四半期純利益 529,021 446,400
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四半期連結包括利益計算書
第３四半期連結累計期間

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 529,021 446,400

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △51,596 △21,223

その他の包括利益合計 △51,596 △21,223

四半期包括利益 477,424 425,176

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 477,424 425,176
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当第３四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年12月31日） 

 該当事項はありません。 

  

  

（セグメント情報） 

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日) 

 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：千円） 

 
（注) １ セグメント利益の調整額△316,182千円は、親会社の管理部門に係る費用であります。 

   ２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 ３ アニメーション関連事業は、事業の主体である株式会社アニメインターナショナルカンパニーの株式等取

得が平成22年９月30日であったため、当第３四半期連結累計期間での売上高及びセグメント利益は、連結開

始後の金額となっております。 

  

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成23年４月１日 至 平成23年12月31日) 

 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：千円） 

 
（注) １ セグメント利益の調整額△348,455千円は、親会社の管理部門に係る費用であります。 

   ２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

  

当第３四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年12月31日） 

 該当事項はありません。 

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報等

機器事業 不動産事業
アニメーシ
ョン関連
事業

計 調整額 合計

売上高

(1)外部顧客に対する売上高 8,323,373 417,903 1,228,494 9,969,770 ─ 9,969,770

(2)セグメント間の内部売上高
又は振替高 ─ 18,771 ─ 18,771 △18,771 ─

計 8,323,373 436,674 1,228,494 9,988,542 △18,771 9,969,770

セグメント利益又は損失（△） 1,165,938 266,852 △17,595 1,415,195 △316,182 1,099,013

機器事業 不動産事業 計 調整額 合計

売上高

(1)外部顧客に対する売上高 6,344,862 468,207 6,813,069 ─ 6,813,069

(2)セグメント間の内部売上高
又は振替高 ─ 24,223 24,223 △24,223 ─

計 6,344,862 492,431 6,837,293 △24,223 6,813,069

セグメント利益 711,197 349,786 1,060,984 △348,455 712,529

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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